
 

 

令和４年度 第６回いちき串木野の歌人 萬造寺斉顕彰 

 

  

 

 

 

 

 

 

萬造寺斉顕彰の歌碑（羽島崎神社境内）の隣に設置された 
大会入賞者の短歌（プレート看板） 
 

 
 

  

主 催 羽島史跡顕彰会・いちき串木野市・いちき串木野市教育委員会 

主 管 黎明の地ふるさと短歌大会実行委員会 

後 援 鹿児島県・鹿児島県教育委員会・県文化協会・県歌人協会 

    市文化協会・南日本新聞社・れいめい羽島協議会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表紙題字 堂元一静 氏(書道家：いちき串木野市出身) 

   〔主な経歴〕 

    2003 世界水フォーラム動書大賞受賞 

    2005 日本書道美術院展かなの部 全日本書道連盟賞受賞 

    2006          〃           毎日新聞社賞受賞 

   その他数々の賞を受賞し、多くの個展を開催している。  
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－１－ 

 

 
令
和
四
年
度
い
ち
き
串
木
野
の
歌
人 

萬
造
寺
斉
顕
彰 

 

第
六
回
黎
明
の
地
ふ
る
さ
と
短
歌
大
会
作
品
集
の
刊
行
に
あ
た
っ
て 

 

い
ち
き
串
木
野
市
長 

中
屋 

謙
治  

 

い
ち
き
串
木
野
市
は
、
め
ざ
す
将
来
都
市
像
を
「
ひ
と
が
輝
き 

文
化
の
薫
る 

世
界
に
拓
か
れ
た
ま
ち
」
と
掲
げ
、
人
が
輝
き
、
地
域
が
輝

く
市
政
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
で
は
、
活
力
あ
る
教
育
・
文
化
の
振
興
を
図
る
べ
く
、「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
夢

と
志
を
も
ち 

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
」
を
基
本
目
標
に
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
き
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
市
で
は
、
羽
島
出
身
の
歌
人
「
萬
造
寺
斉
」
先
生
を
顕
彰
す
る
た
め
、
地
域
の
方
々
が
、
七
月
九
日
の
命
日
に
先
生
の
墓
前
で
望

郷
歌
を
歌
う
「
墓
前
祭
」
を
毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
平
成
二
十
九
年
に
は
先
生
の
没
後
六
十
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
羽
島
史
跡
顕
彰
会
の

方
々
が
中
心
と
な
っ
て
、
小
説
「
緑
の
国
へ
」
を
出
版
。
ま
た
今
年
度
に
は
、
歌
人
・
萬
造
寺
斉
の
望
郷
歌
集
の
小
冊
子
を
発
行
さ
れ
る
な
ど
、

継
続
し
た
顕
彰
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地
域
と
一
緒
に
な
っ
て
萬
造
寺
斉
先
生
を
顕
彰
す
る
た
め
に
、
今
回
で
六
回
目
の
短
歌
大
会
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
年
を
重
ね
る
ご
と
に
応
募
作
品
数
は
増
え
続
け
、
県
内
各
地
か
ら
こ
れ
ま
で
で
一
番
多
い
三
千
八
百
六
十
六
首
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
、
黎
明
の
地
ふ
る
さ
と
短
歌
大
会
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
県
歌
人
協
会
の
先
生
方
、
本
大
会
へ
の
応
募
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
存
じ
ま
す
。 

 

集
ま
っ
た
作
品
は
、
県
歌
人
協
会
の
ご
協
力
の
下
、
厳
正
な
る
審
査
を
行
い
、
大
賞
を
は
じ
め
多
く
の
優
秀
作
品
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

十
月
十
五
日
に
は
、
い
ち
き
ア
ク
ア
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
大
賞
他
三
十
二
作
品
の
授
賞
式
を
執
り
行
い
、
こ
の
度
、
優
秀
作
品
等
を
掲
載
し
た

作
品
集
刊
行
の
運
び
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

短
歌
は
そ
の
時
々
の
世
相
を
反
映
し
な
が
ら
、
脈
々
と
創
作
が
続
け
ら
れ
て
き
た
日
本
古
来
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
市
の
短
歌
大
会
が
、

千
数
百
年
来
の
伝
統
的
文
化
で
あ
る
短
歌
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
親
し
む
き
っ
か
け
と
な
り
、
ひ
い
て
は
、
文
化
の
振
興
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
、
刊
行
に
あ
た
っ
て
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 
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選 

評 

審
査
委
員
長
（
鹿
児
島
県
歌
人
協
会
会
長
） 

鶴
田 

直
樹 

 
 

 

い
ち
き
串
木
野
市
羽
島
出
身
の
歌
人
萬
造
寺
斉
を
顕
彰
し
て
始
ま
っ
た
黎
明
の
地
ふ
る
さ
と
短
歌
大
会
も
第
六
回
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
三
年

間
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
未
知
の
感
染
症
と
の
、
想
像
だ
に
し
な
か
っ
た
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
今
年
も
応
募
数
を
更

新
し
、
三
，
八
六
六
首
の
歌
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
作
品
を
お
寄
せ
下
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

国
ほ
ろ
び
て
歌
は
滅
び
ず
日
の
本
の
歌
び
と
よ
こ
の
事
実
を
よ
く
見
よ 

  

ど
ん
な
時
代
で
あ
ろ
う
と
、
い
え
困
難
な
時
こ
そ
歌
の
力
を
信
じ
た
萬
造
寺
斉
が
生
涯
愛
し
た
故
郷
に
、
時
代
を
超
え
て
歌
を
詠
む
心
が
受
け

継
が
れ
る
こ
と
に
感
動
い
た
し
ま
す
。 

  

第
六
回
黎
明
の
地
ふ
る
さ
と
短
歌
大
会
大
賞
の
栄
誉
に
輝
い
た
の
は
、
串
木
野
高
校
一
年 

谷
口
円
花
さ
ん
の
歌
で
す
。 

 

胸
の
内
明
か
し
泣
く
君
励
ま
し
て
静
か
に
寄
り
添
う
夏
の
放
課
後 

  

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
達
で
、
若
者
た
ち
の
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
の
を
コ
ロ
ナ
禍
が
拍
車
を
か
け
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
心
の
裡
を
明
か
し
た
友
を
励
ま
し
、
し
ば
ら
く
静
か
に
寄
り
添
っ
て
い
る
夏
の
放
課
後
が
、
青
春
の
輝
き
に
満
ち
眩
し
い
く
ら
い
で
す
。
特

選
に
入
選
し
た
歌
に
は
、
友
達
に
本
心
を
明
か
し
、
励
ま
さ
れ
た
歌
が
あ
り
ま
し
た
。
も
し
互
い
を
歌
っ
た
歌
な
ら
素
晴
ら
し
い
歌
の
交
流
で
す
。

歌
に
は
直
接
言
え
な
い
気
持
ち
も
込
め
ら
れ
る
の
で
す
。 
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次
に
各
部
門
最
優
秀
賞
の
歌
を
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

小
学
生
の
部 

最
優
秀
賞 

 

と
く
の
島
夕
ぐ
れ
の
道
歩
く
牛
手
づ
な
ひ
く
手
も
夕
や
け
の
色 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

伊
仙
町
立
鹿
浦
小
学
校
四
年 

前 

凛
空 

 

闘
牛
の
牛
を
散
歩
さ
せ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
夕
焼
け
が
手
づ
な
を
曳
く
手
も
そ
め
て
い
る
こ
と
に
焦
点
を
絞
り
着
目
し
た
こ
と
で
よ
い
歌

に
な
り
ま
し
た
。
徳
之
島
の
夕
焼
け
の
迫
力
あ
る
美
し
さ
が
伝
わ
り
ま
す
。 

  

中
学
生
の
部 

最
優
秀
賞 

 

夕
方
に
自
転
車
こ
い
で
帰
り
道
一
人
じ
ゃ
な
い
よ
と
影
が
さ
さ
や
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

南
大
隅
町
立
根
占
中
学
校
二
年 

松
山 

翔
馬 

 

学
校
か
ら
帰
る
途
中
、
一
人
二
人
と
友
達
と
別
れ
て
一
人
に
な
っ
た
。
淋
し
い
気
持
ち
を
自
分
の
影
が
励
ま
し
て
く
れ
た
。
「
一
人
じ
ゃ
な
い

よ
」
と
い
う
自
分
の
影
と
の
対
話
が
よ
い
で
す
ね
。
根
占
の
夕
暮
も
素
敵
で
す
。 

  

高
校
生
の
部 

最
優
秀
賞 

 

暮
る
る
ま
で
畑
に
立
て
る
祖
父
あ
り
て
今
の
我
あ
り
共
に
苗
植
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

市
来
農
芸
高
校
三
年 

桐
原 

龍
翔 

 

お
日
さ
ま
が
登
る
と
畑
に
出
て
、
日
の
暮
れ
る
ま
で
働
き
続
け
て
き
た
祖
父
へ
の
尊
敬
の
思
い
、
ま
た
、
そ
の
姿
を
見
て
自
分
の
道
を
決
意
し

た
歌
が
胸
に
深
く
届
き
ま
す
。
一
首
の
調
べ
が
あ
り
、
一
言
も
無
駄
な
言
葉
が
な
い
秀
歌
で
す
。 
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一
般
の
部 

最
優
秀
賞 

 
帰
る
た
び
余
所
者
め
け
る
ふ
る
里
よ
谺
を
ひ
と
つ
呼
び
よ
せ
て
み
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

霧
島
市 

松
永 

由
美
子 

 

故
郷
を
離
れ
自
分
が
変
っ
た
の
か
、
故
郷
が
変
化
し
た
の
か
。
親
族
や
知
人
も
減
り
、
帰
る
た
び
に
余
所
者
と
な
っ
た
よ
う
な
寂
し
さ
が
あ
る
。

下
句
の
「
谺
を
ひ
と
つ
呼
び
よ
せ
て
み
る
」
が
歌
に
奥
行
き
を
出
し
ま
し
た
。
友
の
名
を
呼
ん
で
み
た
の
か
、
親
を
呼
ん
だ
の
か
。
谺
は
返
る
も

の
な
の
に
、
呼
び
よ
せ
る
と
い
う
意
志
が
効
い
て
い
ま
す
。 

  

留
学
生
の
歌 

 

帰
り
た
い
タ
ピ
オ
カ
を
飲
む
友
達
と
夜
市
で
遊
ぶ
に
ぎ
や
か
な
町 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

台
湾 

陳 

芝
羽 

 

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
水
か
け
ま
つ
り
新
年
に
け
が
れ
を
流
す
良
い
年
に
な
れ 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
ミ
ャ
ン
マ
ー 

K
A

Y
 

Z
IN

 
O

O
 

 

良
き
友
と
田
ん
ぼ
た
こ
あ
げ
し
ら
さ
ぎ
の
青
空
に
舞
う
母
の
笑
顔
と 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ベ
ト
ナ
ム 

L
E
 

T
A

I  
H

O
A

N
G

 

 

カ
ト
マ
ン
ズ
歴
史
の
匂
い
た
だ
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
寺
家
族
と
い
の
る 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ネ
パ
ー
ル 

G
H

A
R

T
I  

K
E

S
H

A
V

 

四
首
と
も
神
村
学
園
専
修
学
校
日
本
語
学
科
一
年
生
の
歌
で
す
。
ア
ジ
ア
の
様
々
な
国
か
ら
日
本
語
を
勉
強
し
に
い
ら
し
た
皆
さ
ん
が
、
素
晴

ら
し
い
短
歌
を
作
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
故
郷
の
景
色
が
よ
く
浮
か
ぶ
歌
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

  

最
後
に
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
大
会
を
継
続
し
て
下
さ
っ
た
、
い
ち
き
串
木
野
市
を
は
じ
め
実
行
委
員
の
皆
様
、
学
校
運
営
に
大
変
な
ご
苦
労
を
さ

れ
て
い
る
中
、
応
募
し
て
下
さ
っ
た
各
学
校
の
先
生
方
、
そ
し
て
今
年
も
素
晴
ら
し
い
短
歌
を
お
寄
せ
下
さ
っ
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま

す
。 
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黎
明
の
地
ふ
る
さ
と
短
歌
大
会
の
概
要 

 
一 
趣 

旨 

 
 

 
本
市
が
輩
出
し
た
歌
人
、
萬
造
寺
斉
氏
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
市
の
将
来
都
市
像
「
ひ
と
が
輝
き 

文
化
の
薫
る 

世
界
に
拓
か
れ
た

ま
ち
」
と
教
育
行
政
の
目
標
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し 

夢
と
志
を
も
ち 

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
」
の
体
現
を
目
指
し
ま
す
。 

 

二 

主
催
等 

 

(一)
主 

 

催 

羽
島
史
跡
顕
彰
会
、
い
ち
き
串
木
野
市
、
い
ち
き
串
木
野
市
教
育
委
員
会 

 

(二)
主 

 

管 

黎
明
の
地
ふ
る
さ
と
短
歌
大
会
実
行
委
員
会 

 

(三)
後 

 

援 

鹿
児
島
県
、
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
、
県
文
化
協
会
、
県
歌
人
協
会 

 
 

 
 

 
 

 

市
文
化
協
会
、
南
日
本
新
聞
社
、
れ
い
め
い
羽
島
協
議
会 

 

三 

応
募
作
品
数
に
つ
い
て 

 

(一)
小
学
生
の
部 

七
百
三
十
五
首 
 

 
 

 
 

 
 

 

(二)
中
学
生
の
部 

千
八
百
四
十
七
首 

 

(三)
高
校
生
の
部 

九
百
七
十
三
首 

 

(四)
一

般

の

部 

二
百
七
十
七
首 

 
 
 
 

 
 

 

 

(五)
留
学
生
の
部 

三
十
四
首 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

計 

三
千
八
百
六
十
六
首 

 

四 

各
賞
に
つ
い
て 

 

【
入 

 

賞
】 

 
 

大 
 

賞 
 

 
 

全
部
門
の
中
か
ら
一
名 

 
 

最
優
秀
賞 

 
 

 

各
部
門
一
名
（
小
、
中
、
高
、
一
般
の
四
部
門
） 

 
 

優

秀

賞 
 

 
 

各
部
門
一
名 

 
 

 
 

 

〃 
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市 

長 

賞 
 

 
 

各
部
門
一
名 

 
 

 
 

 

〃 

 
 

県
歌
人
協
会
賞 

 

各
部
門
一
名 

 
 

 
 

 

〃 

 
 

選

者

賞 
 

 
 

各
部
門
一
名 

 
 

 
 

 

〃 

 
 

教

育

長

賞 
 

 
 

各
部
門
一
名 

 
 

 
 

 

〃 

 
 

南
日
本
新
聞
社
賞 

各
部
門
一
名 

 
 

 
 

 

〃 

 
 

留

学

生

賞 
 

 
 

全
部
門
の
中
か
ら
四
名 

 
 

特
選 

【
小 

二
十
首
】 

【
中 

二
十
首
】
【
高 

二
十
首
】
【
一
般 

二
十
首
】 

 
 

入
選 

【
小 

三
十
首
】 
【
中 

三
十
首
】
【
高 

三
十
首
】
【
一
般 

三
十
首
】 

 

五 

表
彰
式
に
つ
い
て 

 
 

日 

時 

令
和
四
年
十
月
十
五
日
（
土
） 
午
後
一
時
三
十
分
か
ら 

 
 

会 

場 

い
ち
き
串
木
野
市
「
い
ち
き
ア
ク
ア
ホ
ー
ル
」 

 
 

式 

順 

〈
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
〉
萬
造
寺 

斉
の
紹
介 

 
 

 

開
会
の
こ
と
ば 

 
 

 

実
行
委
員
会
あ
い
さ
つ 

 
 

川
口
勝
則
会
長 

 
 

 

市
長
あ
い
さ
つ 

 
 

 
 

 

中
屋
謙
治
市
長 

 
 

 

来
賓
・
主
催
者
紹
介 

 
 

 

表 

彰 

 
 

 

選 

評 
 

 
 

 
 

 

鶴
田
直
樹
審
査
委
員
長 

 
 

 

閉
会
の
こ
と
ば 
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六 

選 

者
（
一
次
審
査
及
び
本
審
査
） 

 
 

鶴
田 

直
樹 

 
 

 
 

所
属
等 

県
歌
人
協
会
会
長 

に
し
き
江
主
幹 

読
売
新
聞
薩
摩
よ
み
う
り
文
芸
歌
壇
選
者 

 
 

 
 

表 

彰 

平
成
二
十
七
年
南
日
本
文
化
賞
受
賞
（
錦
江
社
「
に
し
き
江
」
） 

 
 

 
 

作 
品 

現
代
鹿
児
島
短
歌
大
系
21 

鏑
流
馬 

み
ど
り 

 
 

 
 

所
属
等 

県
歌
人
協
会
事
務
局
長
・
県
歌
人
協
会
青
少
年
短
歌
育
成
副
委
員
長 

結
社
「
黎
明
」
運
営
委
員 

 
 

 
 

表 

彰 

平
成
九
年
黎
明
賞
（
結
社
賞
）
受
賞 

平
成
十
五
年
平
成
の
歌
会
平
安
神
宮
賞
受
賞 

 
 

黒
瀬 

圭
子 

 
 

 
 

所
属
等 

県
歌
人
協
会
運
営
委
員 

に
し
き
江
編
集
委
員 

 
 

 
 

表 

彰 

第
七
回
海
南
賞
（
結
社
賞
）
受
賞 

 
 

寺
地 

悟 

 
 

 
 

所
属
等 

県
歌
人
協
会
運
営
委
員 

南
船
社
編
集
委
員 

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
鹿
児
島
県
代
表
幹
事 

 
 

 
 

表 

彰 

平
成
四
年
鹿
児
島
新
報
文
学
賞 
平
成
三
十
年
第
33
回
国
民
文
化
祭
文
部
科
学
大
臣
賞 

 
 

平
野 

淳
子 

 
 

 
 

所
属
等 

県
歌
人
協
会
会
員 

山
茶
花
社
会
員
（
結
社
名
「
山
茶
花
社
」
） 

 
 

 
 

表 

彰 

平
成
二
十
七
年
度
山
茶
花
賞
受
賞 

 
 

川
口 

俊
一 

 
 

 
 

所
属
等 

県
歌
人
協
会
運
営
委
員 

山
茶
花
社
編
集
発
行
人
（
結
社
名
「
山
茶
花
社
」
） 

  



大
賞
お
よ
び
各
部
の
最
優
秀
賞

-8-



390

県
立
串
木
野
高
等
学
校
一
年
　
谷
口
　
円
花

【
黎
明
の
地
ふ
る
さ
と
短
歌
大
会
　
大
賞
】

胸
の
内
明
か
し
泣
く
君
励
ま
し
て

　
　
　
　
静
か
に
寄
り
添
う
夏
の
放
課
後
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霧
島
市
　
松
永
　
由
美
子

暮
る
る
ま
で
畑
に
立
て
る
祖
父
あ
り
て
今
の
我
あ
り
共
に
苗
植
う

帰
る
た
び
余
所
者
め
け
る
ふ
る
里
よ
谺
を
ひ
と
つ
呼
び
よ
せ
て
み
る

伊
仙
町
立
鹿
浦
小
学
校
四
年
　
前
　
凛
空

南
大
隅
町
立
根
占
中
学
校
二
年
　
松
山
　
翔
馬

県
立
市
来
農
芸
高
等
学
校
三
年
　
桐
原
　
龍
翔

【
一
般
の
部
　
最
優
秀
賞
】

255

夕
方
に
自
転
車
こ
い
で
帰
り
道
一
人
じ
ゃ
な
い
よ
と
影
が
さ
さ
や
く

【
高
校
生
の
部
　
最
優
秀
賞
】

88 356 1600

【
小
学
生
の
部
　
最
優
秀
賞
】

【
中
学
生
の
部
　
最
優
秀
賞
】

と
く
の
島
夕
ぐ
れ
の
道
歩
く
牛
手
づ
な
ひ
く
手
も
夕
や
け
の
色
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小
学
生
の
部

優
秀
賞
・
市
長
賞
・
県
歌
人
協
会
賞
・
選
者
賞
・
教
育
長
賞
・
南
日
本
新
聞
社
賞
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517 230184 30 613 362

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
小
学
校
六
年
　
奥
ノ
園
　
彩
世

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
小
学
校
二
年
　
大
平
　
奏
翔

薩
摩
川
内
市
立
川
内
小
学
校
五
年
　
外
島
　
莉
奈

薩
摩
川
内
市
立
手
打
小
学
校
六
年
　
四
角
　
太
河

い
ち
き
串
木
野
市
立
生
福
小
学
校
一
年
　
生
野
　
蓮
斗

【
 
優
秀
賞

】

お
う
ご
ん
の
い
な
ほ
の
間
を
か
け
て
い
く
友
が
か
な
で
る
虫
お
い
の
か
ね

タ
ブ
レ
ッ
ト
こ
く
ご
の
学
し
ゅ
う
た
の
し
い
な
ひ
と
り
し
ず
か
に
か
ん
字
れ
ん
し
ゅ
う

大
綱
の
父
の
勇
姿
を
一
目
見
に
太
鼓
の
音
を
背
に
沿
道
進
む

こ
し
き
島
う
み
の
星
か
な
き
び
な
ご
が
き
ら
き
ら
光
る
ぼ
く
の
ふ
る
さ
と

ラ
ン
ド
セ
ル
す
が
た
じ
い
じ
に
ほ
め
ら
れ
て
き
い
ろ
ぼ
う
し
を
ふ
か
く
か
ぶ
っ
た

大
き
め
の
せ
い
服
と
来
る
ラ
ン
ド
セ
ル
春
の
風
ま
う
港
の
近
く
を

薩
摩
川
内
市
立
平
佐
東
小
学
校
五
年
　
外
城
　
蒼
空

ね

【
 
南
日
本
新
聞
社
賞

】

【
 
教
育
長
賞

】

【
 
選
者
賞

】

【
 
県
歌
人
協
会
賞

】

【
 
市
長
賞

】
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

727 723 498 495 160 134 129 5 357 538 433 393 455

い
ち
き
串
木
野
市
立
照
島
小
学
校
五
年
　
下
村
　
明
維

い
ち
き
串
木
野
市
立
照
島
小
学
校
六
年
　
吉
内
　
俐
穂

い
ち
き
串
木
野
市
立
生
福
小
学
校
五
年
　

山
　
健

い
ち
き
串
木
野
市
立
荒
川
小
学
校
五
年
　
山
下
　
愛
心

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
小
学
校
一
年
　
井
出
迫
　
咲
衣

い
ち
き
串
木
野
市
立
川
上
小
学
校
六
年
　
川
地
　
功
祐

神
村
学
園
初
等
部
五
年
　
笹
川
　
龍
之
介

神
村
学
園
初
等
部
五
年
　
森
　
一
耀

カ
ア
カ
ア
と
鳴
い
た
カ
ラ
ス
に
う
な
が
さ
れ
走
っ
て
帰
っ
た
母
の
待
つ
家

公
園
で
遊
ん
だ
あ
と
は
弟
と
一
つ
の
氷
を
と
り
あ
い
食
べ
る

田
植
え
の
日
ど
ろ
の
に
お
い
が
流
れ
て
る
小
さ
な
稲
が
ふ
ん
ば
っ
て
い
る

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
小
学
校
五
年
　
金
澤
　
凛

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
小
学
校
五
年
　
栗
山
　
怜
奈

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
小
学
校
五
年
　
藤
山
　
叶
歩

い
ち
き
串
木
野
市
立
川
上
小
学
校
五
年
　
前
原
　
紅
葉

た
く
さ
ん
の
ま
ぐ
ろ
が
つ
れ
た
お
祝
い
だ
漁
師
の
汗
も
塩
水
み
た
い

に
ぎ
わ
い
が
春
の
お
と
ず
れ
告
げ
に
く
る
上
か
ら
の
ぞ
む
千
本
桜

フ
ワ
フ
ワ
と
ピ
ン
ク
の
雨
が
お
り
て
き
て
や
さ
し
い
空
の
か
ん
の
ん
が
い
け

【
 
特
　
選

】

阿
久
根
市
立
脇
本
小
学
校
五
年
　
井
上
　
優
澄

よ
い
こ
ら
し
ょ
向
こ
う
の
島
ま
で
ひ
と
っ
と
び
天
狗
の
足
に
重
ね
る
わ
た
し

暑
い
夏
夜
空
に
ひ
び
く
た
い
こ
の
音
花
火
も
き
れ
い
夜
空
が
笑
う

あ
お
い
そ
ら
い
っ
て
き
ま
す
と
あ
る
き
だ
す
い
ち
き
の
ま
ち
に
き
い
ろ
い
ぼ
う
し

和
ダ
ン
ス
で
出
番
待
っ
て
る
浴
衣
た
ち
さ
の
さ
祭
り
を
夢
み
て
る
か
な

ラ
ン
ド
セ
ル
ド
キ
ド
キ
し
て
る
新
学
期
わ
か
ぎ
の
よ
う
に
ぼ
く
も
の
び
ゆ
く

照
島
の
か
が
や
く
海
で
持
久
走
赤
い
と
り
い
を
目
指
し
て
走
る

ま
っ
て
る
よ
走
る
姿
を
海
岸
で
今
年
は
見
た
い
な
競
う
馬
た
ち
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 28 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

583 411 367 730 468 607 224 694 249 233 648 319 274

日
置
市
立
妙
円
寺
小
学
校
三
年
　
新
名
主
　
愛
希

サ
ン
ダ
ル
に
す
べ
り
こ
む
す
な
た
の
し
ん
で
な
み
と
の
き
ょ
う
そ
う
か
い
が
ら
ひ
ろ
い

あ
じ
さ
い
が
さ
く
こ
ろ
か
さ
に
ぽ
つ
ぽ
つ
と
あ
ま
つ
ぶ
あ
た
り
ど
こ
か
悲
し
い

バ
ス
て
い
で
す
わ
っ
て
待
つ
と
見
え
て
く
る
石
が
き
の
上
わ
が
や
の
あ
か
り

い
ち
き
串
木
野
市
立
照
島
小
学
校
四
年
　
下
入
佐
　
雄
真

い
ち
き
串
木
野
市
立
照
島
小
学
校
五
年
　
吉
松
　
李
桜

か
わ
の
み
ず
ゆ
う
ひ
が
う
つ
り
き
ら
き
ら
と
ゆ
う
ひ
が
し
ず
む
ひ
か
り
は
き
え
る

運
動
会
か
け
っ
こ
玉
入
れ
ソ
ー
ラ
ン
節
大
漁
ば
た
が
見
守
っ
て
い
る

帰
り
道
元
気
を
く
れ
る
田
の
神
さ
ぁ
き
ば
り
や
ん
せ
と
に
っ
こ
り
笑
顔

い
ち
き
串
木
野
市
立
羽
島
小
学
校
三
年
　
米
田
　
琉
也

た
の
し
み
は
家
族
が
そ
ろ
い
し
ん
け
ん
に
ウ
ノ
で
勝
負
を
し
て
い
る
と
き

い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
小
学
校
六
年
　
有
馬
　
優
里

た
け
の
こ
が
ぐ
ん
ぐ
ん
の
び
る
せ
い
く
ら
べ
み
ん
な
な
か
よ
く
大
き
く
な
ろ
う
ね阿

久
根
市
立
尾
崎
小
学
校
五
年
　
川
畑
　
稟
子

【
 
入
　
選

】

阿
久
根
市
立
脇
本
小
学
校
五
年
　
松
木
　
愛
海

か
さ
山
に
様
々
な
色
う
ま
れ
た
よ
雨
で
か
が
や
く
あ
じ
さ
い
の
花

薩
摩
川
内
市
立
平
佐
東
小
学
校
六
年
　
前
野
　
美
月

十
島
村
立
中
之
島
小
学
校
五
年
　
久
木
山
　
希
海

日
置
市
立
伊
集
院
北
小
学
校
五
年
　
関
野
　
空

竹
を
切
り
夏
を
楽
し
む
水
の
音
笑
顔
の
祖
母
が
そ
う
め
ん
流
す

鹿
児
島
市
立
伊
敷
小
学
校
五
年
　
松
尾
　
颯
介

オ
ニ
ヤ
ン
マ
黒
い
イ
ナ
ヅ
マ
通
り
過
ぎ
僕
の
虫
あ
み
ピ
ク
リ
と
も
せ
ず

あ
つ
ま
っ
た
み
ん
な
の
笑
顔
う
れ
し
く
て
マ
ス
ク
の
中
に
笑
顔
を
作
る

鹿
児
島
市
立
伊
敷
小
学
校
六
年
　
鶴
田
　
美
羽

鹿
児
島
市
立
中
洲
小
学
校
六
年
　
二
井
　
柾
成

光
っ
て
る
黄
色
ぼ
う
し
の
一
年
生
海
も
キ
ラ
キ
ラ
お
祝
い
し
て
る
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 25 26

620 337 721 216 122 117 95 48 36 9 359 528 1 602

か

さ
わ
や
か
な
朝
の
空
気
を
す
い
な
が
ら
わ
か
葉
の
中
で
心
お
ど
り
て

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
小
学
校
四
年
　
下
池
　
聖
奈

お
お
さ
と
に
し
か
と
ら
う
し
つ
る
た
い
こ
お
ど
り
み
ん
な
あ
つ
ま
れ
た
な
ば
た
お
ど
り

バ
チ
に
ぎ
り
気
持
ち
を
こ
め
て
ひ
び
か
せ
る
わ
れ
ら
が
ほ
こ
る
荒
川
太
鼓

つ
ゆ
の
じ
き
田
ん
ぼ
に
行
く
ぞ
ち
ち
の
こ
え
ち
い
さ
な
な
え
が
が
ん
ば
っ
て
い
る

あ
さ
が
お
が
く
る
く
る
の
び
て
ひ
ろ
が
る
よ
な
つ
に
は
た
く
さ
ん
は
な
さ
く
と
い
い
な

マ
ス
ク
や
け
口
だ
け
白
い
コ
ロ
ナ
か
の
あ
せ
ほ
ほ
つ
た
い
マ
ス
ク
が
ぬ
れ
る

い
ち
き
串
木
野
市
立
旭
小
学
校
五
年
　
高
原
　
み
こ
と

い
ち
き
串
木
野
市
立
生
福
小
学
校
三
年
　
幾
留
　
祥

い
ち
き
串
木
野
市
立
荒
川
小
学
校
六
年
　
中
馬
　
曹

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
小
学
校
一
年
　
北
ノ
園
　
梨
乃

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
小
学
校
二
年
　
中
村
　
希
妃

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
小
学
校
三
年
　
加
治
屋
　
心
和

さ
く
ら
道
風
で
ま
い
ち
る
花
び
ら
を
ぎ
ゅ
っ
と
に
ぎ
っ
て
ね
が
い
こ
め
た
日

鹿
児
島
市
立
中
洲
小
学
校
六
年
　
岩
重
　
一
尊

初
打
席
俺
は
ガ
チ
ガ
チ
目
は
う
つ
ろ
そ
し
て
見
事
に
空
振
り
三
振

電
気
消
し
静
か
に
目
を
閉
じ
耳
す
ま
せ
子
守
う
た
に
は
虫
の
合
唱

試
合
前
市
来
神
社
に
お
参
り
へ
五
円
に
ぎ
っ
て
勝
て
ま
す
よ
う
に

ポ
タ
ポ
タ
と
聞
こ
え
て
き
た
よ
水
の
音
雨
の
庭
石
音
楽
隊
だ

鹿
児
島
市
立
伊
敷
小
学
校
六
年
　
松
澤
　
歩
咲

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
小
学
校
五
年
　
池
之
上
　
七
海

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
小
学
校
六
年
　
三
薗
　
大
翔

神
村
学
園
初
等
部
五
年
　
坂
元
　
健

き
れ
い
だ
な
か
ん
の
ん
が
い
け
の
さ
く
ら
の
木
ひ
ら
ひ
ら
お
り
る
さ
く
ら
の
花
び
ら

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
小
学
校
四
年
　
村
山
　
佳
歩

帰
り
道
た
わ
わ
に
実
る
ポ
ン
カ
ン
は
私
の
心
を
明
る
く
照
ら
す

夕
や
け
が
海
に
し
ず
む
光
の
よ
う
な
や
さ
し
く
て
ら
す
人
に
な
り
た
い

い
ち
き
串
木
野
市
立
羽
島
小
学
校
六
年
　
小
野
　
明
日
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1 2 13 28 5 6 7 28 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 25 26

457 456 444 513 512 225 716 707 679 667 241 656 626

将
棋
盤
予
想
し
な
い
手
に
目
を
開
き
長
考
し
て
出
す
自
信
あ
る
一
手

南
九
州
市
立
松
山
小
学
校
六
年
　
眞
茅
　
愛
心

日
置
市
立
伊
集
院
北
小
学
校
六
年
　
堀
口
　
陽
咲

日
置
市
立
和
田
小
学
校
六
年
　
岩
坪
　
蒼
空

鹿
児
島
市
立
宮
小
学
校
六
年
　
針
山
　
心
美

日
置
市
立
伊
集
院
北
小
学
校
四
年
　
作
下
　
陽
士

鹿
児
島
市
立
中
洲
小
学
校
六
年
　
安
水
　
彰

日
置
市
立
伊
集
院
北
小
学
校
四
年
　
堀
口
　
旦
陽

日
置
市
立
伊
集
院
北
小
学
校
六
年
　
稲
留
　
直
紀

お
手
伝
い
母
に
言
わ
れ
て
ふ
ろ
そ
う
じ
ピ
カ
ピ
カ
に
し
て
ド
ヤ
顔
の
ぼ
く

夏
の
夜
そ
ぼ
と
い
っ
し
ょ
に
見
上
げ
れ
ば
満
天
の
星
に
か
さ
な
る
花
火

テ
レ
ビ
か
ら
一
枚
、
二
枚
と
こ
わ
い
声
皿
割
る
母
に
更
に
び
く
つ
く

大
崎
で
ぼ
く
の
お
じ
い
さ
ん
農
家
で
ね
三
十
八
の
牛
の
お
世
話
だ

南
九
州
市
立
松
山
小
学
校
六
年
　
森
口
　
愛
加

阿
久
根
市
立
脇
本
小
学
校
四
年
　
兒
島
　
愛
奈

ぼ
ん
た
ん
の
香
り
に
ひ
か
れ
歩
く
道
遠
回
り
し
た
午
後
六
時
前

阿
久
根
市
立
脇
本
小
学
校
五
年
　
上
野
　
航
大

窓
の
外
人
形
岩
の
母
子
な
ら
び
日
が
し
ず
む
様
じ
っ
と
見
つ
め
る

【
 
佳
　
作

】

阿
っ
く
ん
と
ぐ
り
ぶ
ー
、
つ
ん
を
合
わ
せ
た
ら
と
っ
て
も
キ
ュ
ー
ト
で
ば
く
は
つ
し
ち
ゃ
う

阿
久
根
市
立
脇
本
小
学
校
五
年
　
柏
木
　
志
穂

特
攻
の
歴
史
が
残
る
飛
行
機
よ
若
者
た
ち
の
苦
労
伝
わ
る

吹
上
は
き
ぼ
う
の
風
を
ぼ
く
た
ち
に
背
中
を
お
し
て
と
ど
け
て
く
れ
る

軒
下
の
子
つ
ば
め
え
さ
ま
つ
春
の
日
に
私
の
横
を
急
ぐ
親
つ
ば
め

鹿
児
島
市
立
中
洲
小
学
校
六
年
　
柿
本
　
絆
名

振
り
向
け
ば
ど
ん
と
か
ま
え
る
武
家
屋
し
き
た
た
ず
む
庭
も
負
け
ず
お
と
ら
ず

思
い
だ
す
水
で
あ
ふ
れ
て
く
ろ
う
す
る
雨
の
中
し
た
去
年
の
田
植
え
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 25 26

492 489 479 196 143 46 15 533 522 591 581 575 390 471

海
の
上
小
さ
く
う
か
ぶ
寺
島
は
鳥
と
い
っ
し
ょ
に
夜
明
け
を
め
ざ
す

阿
久
根
市
立
脇
本
小
学
校
六
年
　
大
漉
　
奈
々
聖

夏
が
来
る
カ
エ
ル
の
鳴
き
声
ゲ
ロ
ゲ
ロ
と
夏
の
始
ま
り
知
ら
せ
る
よ
う
に

り
く
じ
ょ
う
で
た
く
さ
ん
は
し
ろ
う
た
っ
た
っ
た
た
く
さ
ん
は
し
っ
て
は
や
く
な
り
た
い

ま
ん
か
い
の
か
ん
の
ん
が
い
け
は
な
ふ
ぶ
き
は
な
が
ち
る
こ
ろ
し
ょ
う
が
く
せ
い

た
く
さ
ん
の
ひ
と
で
あ
ふ
れ
る
か
か
ん
さ
い
い
ろ
い
ろ
な
ひ
と
か
ん
し
ゃ
お
く
る

広
い
空
ど
こ
ま
で
つ
づ
く
生
ふ
く
の
む
げ
ん
の
空
を
お
い
か
け
よ
う

記
念
館
留
学
生
が
旅
だ
っ
た
自
分
の
住
ん
で
る
町
だ
っ
た
ん
だ

か
え
り
道
ま
っ
か
な
海
を
な
が
め
な
が
ら
夕
日
も
落
ち
て
く
ぼ
く
は
そ
め
ら
れ
た い

ち
き
串
木
野
市
立
照
島
小
学
校
五
年
　
坂
元
　
か
の
ん

い
ち
き
串
木
野
市
立
羽
島
小
学
校
二
年
　
元
山
　
由
絃

い
ち
き
串
木
野
市
立
羽
島
小
学
校
三
年
　
栫
　
綜
佑

い
ち
き
串
木
野
市
立
羽
島
小
学
校
五
年
　
赤
岩
　
路
唯

い
ち
き
串
木
野
市
立
生
福
小
学
校
二
年
　
宇
都
　
紘
矢

い
ち
き
串
木
野
市
立
生
福
小
学
校
四
年
　
萩
木
場
　
伊
侑
里

青
い
海
時
が
た
て
ば
赤
き
海
夜
が
明
け
れ
ば
ま
た
青
く
な
る

か
ぜ
の
う
た
グ
リ
ー
ン
い
ろ
の
は
っ
ぱ
た
ち
き
か
ら
は
っ
ぱ
が
ひ
ら
ひ
ら
と
と
ぶ

竹
の
子
さ
ん
ぐ
ん
ぐ
ん
の
び
て
元
気
だ
ね
わ
た
し
も
な
り
た
い
大
き
く
な
る
ぞ

流
木
を
立
秋
の
こ
ろ
お
い
も
と
め
み
ん
な
で
笑
っ
た
照
島
海
岸

い
ち
き
串
木
野
市
立
川
上
小
学
校
四
年
　
小
牟
田
　
ひ
ま
り

い
ち
き
串
木
野
市
立
川
上
小
学
校
五
年
　
田
淵
　
沙
恵

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
小
学
校
三
年
　
大
迫
　
琉
愛

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
小
学
校
五
年
　
時
田
　
珠
乃

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
小
学
校
六
年
　
田
嶋
　
柚
葉

い
ち
き
串
木
野
市
立
川
上
小
学
校
二
年
　
久
德
　
来
衣

創
立
一
五
〇
周
年
変
わ
ら
な
い
松
林
に
見
守
ら
れ
歴
史
の
バ
ト
ン
を
精
一
杯
つ
な
ぐ

お
と
う
さ
ん
の
休
み
の
時
に
魚
つ
り
ふ
わ
ふ
わ
く
ら
げ
し
ず
か
に
お
よ
ぐ

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
小
学
校
一
年
　
小
村
　
藍
翔
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 25 26

231 639 622 334 263 262 261 260 259 258 257 256 724 720

盆
休
み
手
を
合
わ
せ
て
話
し
か
け
思
い
出
す
の
は
優
し
い
笑
顔

神
村
学
園
初
等
部
五
年
　
國
井
　
夢
花

ぼ
く
た
ち
の
い
し
き
の
た
か
ら
つ
る
岡
さ
ん
金
メ
ダ
ル
を
二
回
も
と
っ
た

お
だ
や
か
な
波
に
う
か
ん
で
よ
そ
い
き
の
顔
を
見
せ
て
る
桜
島
か
な

神
村
学
園
初
等
部
五
年
　
竹
元
　
蓮

鹿
児
島
市
立
伊
敷
小
学
校
五
年
　
飯
山
　
裕
大
郎

い
し
き
の
子
え
が
お
は
な
さ
く
い
し
き
っ
子
い
し
き
の
子
た
ち
ふ
る
さ
と
の
あ
じ

さ
く
ら
じ
ま
冬
に
は
つ
も
っ
て
う
れ
し
く
て
こ
う
ふ
ん
し
た
ら
ゆ
だ
ん
て
ん
て
き

ひ
こ
う
き
の
ま
ど
か
ら
見
え
る
景
色
た
ち
行
き
は
キ
ラ
キ
ラ
帰
り
は
に
じ
む

薩
摩
川
内
市
立
平
佐
東
小
学
校
五
年
　
米
増
　
美
弥

鹿
児
島
市
立
伊
敷
小
学
校
五
年
　
久
保
　
野
々
香

鹿
児
島
市
立
中
洲
小
学
校
六
年
　
永
徳
　
航

雨
が
ふ
り
田
ん
ぼ
に
広
が
る
丸
い
輪
が
夏
の
太
陽
ゆ
ら
ゆ
ら
ゆ
れ
て
る

雪
だ
る
ま
笑
顔
で
冬
を
見
守
っ
て
い
る
春
に
は
と
け
て
役
目
を
終
え
る

マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
い
つ
で
も
見
え
た
J
R
今
は
電
車
か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
見
る
だ
け

熱
風
が
私
の
ほ
ほ
を
す
り
ぬ
け
る
山
々
の
間
も
す
り
ぬ
け
て
い
く

鹿
児
島
市
立
伊
敷
小
学
校
六
年
　
福
永
　
咲
絢

あ
ざ
や
か
に
夜
空
を
か
ざ
る
次
々
と
コ
ロ
ナ
終
わ
れ
と
願
い
を
こ
め
て

鹿
児
島
市
立
中
洲
小
学
校
六
年
　
平
良
　
莉
翔

さ
く
ら
島
今
日
も
元
気
に
ふ
ん
か
す
る
鹿
児
島
の
町
夏
の
火
山
灰

鹿
児
島
市
立
伊
敷
小
学
校
五
年
　
蒲
地
　
凛

鹿
児
島
市
立
伊
敷
小
学
校
五
年
　
葛
迫
　
聖
那

休
み
時
間
ま
ど
を
開
け
る
と
さ
わ
や
か
な
マ
ス
ク
ご
し
の
伊
敷
の
風

教
室
ざ
ら
ざ
ら
さ
く
ら
島
み
ん
な
大
好
き
さ
く
ら
島
み
ん
な
の
人
気
者
さ
く
ら
島鹿

児
島
市
立
伊
敷
小
学
校
五
年
　
大
久
保
　
梨
恵

鹿
児
島
市
立
伊
敷
小
学
校
五
年
　
大
山
　
琳

鹿
児
島
市
立
伊
敷
小
学
校
五
年
　
岡
市
　
瑠
々
琉

鹿
児
島
市
立
伊
敷
小
学
校
五
年
　
栫
　
昴
瑠
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 25 26

506 699 695 689 683 680 674 662

日
置
市
立
伊
集
院
北
小
学
校
四
年
　
本
村
　
月
奈

日
置
市
立
伊
集
院
北
小
学
校
四
年
　
東
　
康
誠

父
の
日
は
何
あ
げ
よ
う
か
プ
レ
ゼ
ン
ト
く
つ
に
し
よ
う
か
花
に
し
よ
う
か

日
置
市
立
伊
集
院
北
小
学
校
四
年
　
内
山
　
凛
桜

つ
ゆ
の
空
お
日
さ
ま
ど
こ
で
か
く
れ
ん
ぼ
早
く
で
て
き
て
み
ん
な
で
遊
ぼ

ね
む
た
い
な
朝
は
に
が
手
だ
夜
が
好
き
目
ざ
ま
し
が
鳴
る
止
め
て
ま
た
ね
る

父
さ
ん
は
か
み
切
る
時
は
お
ふ
ろ
場
で
は
さ
み
と
バ
リ
カ
ン
チ
ョ
キ
チ
ョ
キ
と

南
九
州
市
立
松
山
小
学
校
六
年
　
菊
永
　
絢
音

一
面
に
広
が
っ
て
い
る
お
茶
畑
緑
の
中
に
汗
流
す
父

都
会
っ
子
高
そ
う
ビ
ル
見
て
ど
う
じ
な
い
明
る
い
夜
も
な
つ
か
し
い
ぼ
く

パ
チ
パ
チ
と
地
い
き
で
の
鬼
火
焚
き
と
大
き
な
花
火
炎
の
呼
吸
で
コ
ロ
ナ
に
勝
っ
ど
ー

波
の
音
静
か
に
よ
せ
る
砂
浜
に
消
え
て
な
く
な
る
私
の
思
い
出

日
置
市
立
伊
集
院
北
小
学
校
五
年
　
西
川
　
耕
平

日
置
市
立
伊
集
院
北
小
学
校
五
年
　
滝
野
　
隆
心

日
置
市
立
伊
集
院
北
小
学
校
五
年
　
久
木
原
　
里
空

日
置
市
立
伊
集
院
北
小
学
校
四
年
　
山
田
　
瑠
輝
亜
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中
学
生
の
部

優
秀
賞
・
市
長
賞
・
県
歌
人
協
会
賞
・
選
者
賞
・
教
育
長
賞
・
南
日
本
新
聞
社
賞
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鹿
児
島
市
立
武
岡
中
学
校
二
年
　
川
﨑
　
悠
花

い
ち
き
串
木
野
市
立
羽
島
中
学
校
二
年
　
米
田
　
朱
璃

薩
摩
川
内
市
立
川
内
南
中
学
校
二
年
　
安
海
　
香
奈

鹿
児
島
市
立
鹿
児
島
玉
龍
中
学
校
二
年
　
小
園
　
稟
子

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
中
学
校
二
年
　
石
堂
　
未
遥

【
 
優
秀
賞

】

杉
の
木
の
か
お
り
を
の
せ
た
若
葉
風
私
の
不
満
の
せ
て
ど
こ
か
へ

丁
寧
な
言
葉
づ
か
い
が
タ
メ
口
へ
転
校
生
か
ら
友
達
と
な
る

何
も
な
い
何
も
な
い
か
ら
い
い
ん
だ
と
気
付
か
さ
れ
た
よ
人
ご
み
の
中

炎
天
下
銅
が
と
け
そ
う
な
西
郷
さ
ん
冷
た
い
ア
イ
ス
買
っ
て
き
ま
し
た

懐
か
し
い
音
色
を
乗
せ
る
朱
の
山
車
は
闇
を
か
き
分
け
進
む
流
星

わ
れ
ん
き
ゃ
が
輪
に
な
り
踊
る
伝
統
や
ご
先
祖
さ
ま
を
背
中
に
し
ょ
っ
て

徳
之
島
町
立
井
之
川
中
学
校
一
年
　
藤
田
　
一
徹

【
 
市
長
賞

】

ぐ
ち

1114 1044

【
 
南
日
本
新
聞
社
賞

】

【
 
教
育
長
賞

】

【
 
県
歌
人
協
会
賞

】

【
 
選
者
賞

】

438 550 1559 1018
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

1324 1306 1161 1096 546 539 1690 1677 1842 1761 1055 50 29

神
村
学
園
中
等
部
二
年
　
里
山
　
星
亜
羅

姶
良
市
立
蒲
生
中
学
校
二
年
　
中
村
　
智
樹

姶
良
市
立
蒲
生
中
学
校
二
年
　
山
下
　
京
祐

伊
佐
市
立
菱
刈
中
学
校
一
年
　
亀
割
　
優
衣

い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
中
学
校
一
年
　
藤
田
　
凜

都
会
行
き
ふ
る
さ
と
の
良
さ
思
い
知
る
海
が
恋
し
い
修
学
旅
行

慣
れ
た
道
い
つ
も
の
風
景
友
と
ゆ
く
春
を
む
か
え
て
そ
れ
ぞ
れ
の
路

止
ま
っ
て
い
た
時
間
が
今
動
き
出
す
太
鼓
は
ひ
び
き
み
な
踊
り
だ
す

朝
起
き
て
玄
関
出
る
と
き
こ
え
て
き
た
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
の
な
つ
か
し
の
声

き
れ
い
だ
な
海
に
夕
日
が
反
射
し
て
一
直
線
に
繋
が
っ
て
い
る

学
校
の
美
術
室
か
ら
見
え
る
海
羽
島
の
海
が
名
画
の
よ
う
に

い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
中
学
校
三
年
　
吉
永
　
力
輝

い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
西
中
学
校
三
年
　
楠
生
　
未
来

い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
西
中
学
校
三
年
　
乗
越
　
友
香

い
ち
き
串
木
野
市
立
羽
島
中
学
校
一
年
　
萩
元
　
誉

ど
こ
ま
で
も
続
く
砂
浜
光
る
海
沈
む
夕
日
に
て
ら
さ
れ
て
ゆ
く

雨
の
日
の
水
た
ま
り
に
は
傘
う
つ
る
水
の
裏
側
ど
う
う
つ
る
の
か

庭
先
で
束
の
間
の
遊
び
終
わ
る
と
き
線
香
花
火
の
光
も
落
つ
る

五
反
田
の
清
き
流
れ
に
育
て
ら
れ
ゆ
っ
た
り
泳
ぐ
あ
ゆ
の
魚
群

雪
積
も
り
窓
の
向
こ
う
の
白
銀
に
寒
さ
に
強
い
我
ら
伊
佐
の
子

我
母
校
木
造
校
舎
の
教
室
に
古
い
黒
板
な
つ
か
し
の
傷

部
活
中
光
の
壁
が
邪
魔
を
す
る
僕
ら
の
視
界
は
三
分
の
一

い
ち
き
串
木
野
市
立
羽
島
中
学
校
二
年
　
福
薗
　
柑
菜

神
村
学
園
中
等
部
一
年
　
的
場
　
心
寧

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
中
学
校
一
年
　
祐
下
　
竜
毅

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
中
学
校
三
年
　
今
村
　
心
春

【
 
特
　
選

】
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541 1832 1787 1776 1267 522 1006 997 996 981 1215 863 861

決
勝
の
七
回
裏
の
本
塁
を
絶
対
守
る
と
声
張
り
あ
げ
る

霧
島
市
立
霧
島
中
学
校
三
年
　
鎗
水
　
龍
飛

学
校
の
入
り
口
に
あ
る
入
賞
名
い
つ
か
私
も
飾
ら
れ
た
い
な

出
水
市
立
大
川
内
中
学
校
二
年
　
西
牟
田
　
桃
花

ふ
る
さ
と
に
代
々
伝
わ
る
山
田
楽
親
か
ら
学
び
ま
た
受
け
継
が
れ
る

阿
久
根
市
立
三
笠
中
学
校
二
年
　
野
畑
　
に
こ

霧
島
市
立
霧
島
中
学
校
三
年
　
久
保
田
　
笑
弥

い
ち
き
串
木
野
市
立
羽
島
中
学
校
一
年
　
舟
倉
　
来
夢

友
だ
ち
と
釣
り
に
行
く
ぞ
と
い
き
ご
ん
で
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
静
か
な
バ
ケ
ツ
い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
中
学
校
三
年
　
福
山
　
沙
樹

夕
暮
れ
の
う
っ
が
ん
ど
ん
に
風
通
る
部
活
帰
り
の
私
を
励
ま
す

車
降
り
木
々
の
間
を
分
け
入
れ
ば
体
を
包
む
サ
ワ
ー
ポ
メ
ロ
の
香
り

波
の
音
背
中
に
聞
こ
え
る
浜
競
馬
串
木
野
の
伝
統
未
来
へ
つ
な
が
れ

い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
中
学
校
一
年
　
森
山
　
遥
斗

い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
中
学
校
三
年
　
今
村
　
心
香

霧
島
市
立
霧
島
中
学
校
三
年
　
川
﨑
　
慎
太
郎

あ
り
が
と
う
桜
の
か
お
る
校
庭
で
大
事
な
友
に
別
れ
を
告
げ
た

昔
か
ら
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
商
店
街
コ
ロ
ナ
で
ど
ん
ど
ん
シ
ャ
ッ
タ
ー
し
ま
る

開
か
ぬ
目
を
こ
す
り
な
が
ら
行
く
林
道
で
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
が
僕
に
手
を
振
る

【
 
入
　
選

】

指
宿
市
立
南
指
宿
中
学
校
三
年
　
濵
田
　
倖
嘉

勉
強
を
し
な
が
ら
い
つ
か
う
わ
の
そ
ら
あ
の
子
の
こ
と
で
ほ
て
る
両
頬

軋
む
床
蔦
が
絡
ま
り
黄
ば
む
壁
空
き
家
と
な
っ
た
古
き
我
が
家
は

祖
母
か
ら
の
毎
年
届
く
お
手
製
の
赤
い
梅
干
し
手
紙
も
添
え
て

指
宿
市
立
南
指
宿
中
学
校
三
年
　
林
山
　
豪
起

鹿
児
島
修
学
館
中
学
校
二
年
　
櫻
井
　
智
佳

霧
島
市
立
霧
島
中
学
校
二
年
　
上
園
　
り
こ
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神
村
学
園
中
等
部
二
年
　
鈴
木
　
和
也

鹿
児
島
市
立
坂
元
中
学
校
三
年
　
山
口
　
遥
大

青
と
白
時
が
進
め
ば
く
れ
な
い
に
部
活
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ

鹿
児
島
市
立
黒
神
中
学
校
二
年
　
田
中
　
璃
杏

朝
焼
け
や
家
族
で
集
ふ
展
望
所
燃
ゆ
る
山
み
て
気
炎
を
も
ら
ふ

赤
青
黄
雰
囲
気
た
だ
よ
う
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
夏
の
終
わ
り
が
と
て
も
か
な
し
き

指
宿
市
立
西
指
宿
中
学
校
二
年
　
井
上
　
幸
妃

鹿
児
島
市
立
坂
元
中
学
校
一
年
　
堂
園
　
佳
世

授
業
中
先
生
の
声
子
守
唄
ま
る
で
眠
り
の
魔
法
使
い
だ

授
業
中
頭
の
上
で
軋
む
音
扇
風
機
ら
の
静
か
な
会
話

聞
こ
え
る
よ
包
ま
れ
る
音
波
の
音
幼
き
頃
の
美
し
い
歌

腐
葉
土
と
樹
液
の
に
お
い
呼
び
覚
ま
す
カ
ブ
ト
ム
シ
ら
と
戯
れ
し
夏

昔
か
ら
僕
を
見
守
る
桜
島
勇
気
を
も
ら
う
大
き
い
背
中

霧
島
市
立
霧
島
中
学
校
三
年
　
坂
元
　
彩
乃

肝
付
町
立
岸
良
学
園
八
年
　
飯
森
　
恋
紋

鹿
児
島
修
学
館
中
学
校
二
年
　
萩
元
　
雅
治

鹿
児
島
市
立
清
水
中
学
校
二
年
　
山
下
　
隼
人

保
育
園
一
位
を
取
り
し
短
距
離
走
今
も
追
っ
て
る
プ
ロ
選
手
の
夢

髪
ゆ
ら
し
車
窓
を
ぬ
け
る
茶
の
か
お
り
緑
の
波
は
後
へ
流
れ
る

神
村
学
園
中
等
部
二
年
　
坂
元
　
め
い

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
中
学
校
三
年
　
祐
下
　
藍
輝

い
ち
き
串
木
野
市
立
生
冠
中
学
校
二
年
　
久
保
　
楓
華

い
ち
き
串
木
野
市
立
生
冠
中
学
校
一
年
　
肥
前
　
宏
希

分
か
れ
道
近
道
行
く
か
海
見
る
か
や
っ
ぱ
り
僕
は
海
に
一
票

我
の
陰
テ
ス
ト
期
間
が
終
わ
っ
た
日
背
中
を
丸
め
た
ほ
っ
と
し
た
陰

木
に
巻
い
て
花
を
咲
か
せ
る
朝
顔
や
生
き
ぬ
く
力
こ
の
高
さ
に
あ
り

初
々
し
い
隣
の
教
室
新
入
生
五
月
の
風
が
青
き
葉
ゆ
ら
す

い
ち
き
串
木
野
市
立
羽
島
中
学
校
二
年
　
鮫
島
　
慎
之
介
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こ
が
ね

炎
天
下
長
島
中
に
ひ
び
き
わ
た
る
ゆ
か
た
姿
の
御
八
日
踊
り

冬
の
夜
親
と
ケ
ン
カ
し
ひ
と
り
き
り
無
数
の
星
が
は
げ
ま
す
キ
ラ
ー
ン

運
動
会
皆
の
応
援
鳴
り
響
き
リ
レ
ー
ア
ン
カ
ー
胸
を
張
る
秋

さ
つ
ま
町
立
宮
之
城
中
学
校
二
年
　
折
小
野
　
陽
帆

曽
於
市
立
末
吉
中
学
校
二
年
　
石
井
　
花
紅

薩
摩
川
内
市
立
川
内
南
中
学
校
二
年
　
上
村
　
孝
太
朗

い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
中
学
校
一
年
　
中
村
　
真
菜

い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
中
学
校
一
年
　
久
木
山
　
柚
奈

い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
中
学
校
一
年
　
久
木
野
　
麗
也

日
置
市
立
伊
集
院
中
学
校
二
年
　
呉
　
香
莉

長
島
町
立
長
島
中
学
校
二
年
　
桐
野
　
心
来
愛

十
島
村
立
中
之
島
中
学
校
三
年
　
山
下
　
流
颯

串
木
野
の
ち
か
え
て
祭
り
の
ち
ょ
う
ち
ん
が
風
に
吹
か
れ
て
揺
れ
て
い
る

こ
お
ろ
ぎ
の
澄
ん
だ
鳴
き
声
浸
み
渡
る
川
の
流
れ
と
黄
金
の
稲
穂

徐
福
像
冠
岳
の
仏
様
高
い
場
所
か
ら
皆
を
見
守
る

コ
ン
ク
ー
ル
力
強
く
て
華
や
か
な
篤
姫
の
よ
う
に
弾
く
ぞ
ス
ケ
ル
ツ
ォ

暗
闇
で
用
意
始
め
る
鬼
三
匹
鬼
追
い
だ
ん
だ
ん
も
り
上
が
る
時

曽
於
市
立
末
吉
中
学
校
二
年
　
日
髙
　
ゆ
ず

赤
と
ん
ぼ
追
い
か
け
知
っ
た
土
の
匂
い
大
き
く
優
し
い
祖
父
の
手
の
ひ
ら

授
業
前
ろ
う
か
を
走
っ
て
教
室
へ
教
師
の
威
圧
た
だ
ち
に
歩
く

あ
と
少
し
優
勝
目
前
心
決
め
仲
間
に
た
く
す
勝
利
へ
の
ト
ス

さ
つ
ま
町
立
宮
之
城
中
学
校
二
年
　
桐
原
　
貫
樹

さ
つ
ま
町
立
宮
之
城
中
学
校
二
年
　
河
野
　
結
愛

十
八
の
兄
と
い
っ
し
ょ
に
過
ご
す
夏
全
員
揃
う
最
後
の
時
間

窓
の
外
夕
日
が
照
ら
す
屋
根
の
上
ひ
そ
か
に
始
ま
る
か
ら
す
の
集
会

【
 
佳
　
作

】

霧
島
市
立
霧
島
中
学
校
三
年
　
八
ヶ

代
　
虎
次
郎
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す
ず
り
岩
水
が
か
れ
ぬ
と
言
い
つ
つ
も
水
が
か
れ
て
る
そ
れ
も
不
思
議
だ

見
わ
た
せ
ば
桜
も
つ
く
し
も
な
く
な
っ
て
気
持
ち
変
わ
る
夏
の
太
陽

英
国
へ
一
歩
ふ
み
出
す
十
九
人
私
も
歩
む
ま
だ
見
ぬ
世
界

暗
い
空
闇
夜
を
照
ら
す
ホ
タ
ル
た
ち
森
の
守
護
神
夜
の
照
明

五
月
晴
れ
ビ
ニ
ー
ル
カ
ラ
ス
目
印
に
子
育
て
は
じ
め
幸
せ
な
時
間

か
す
む
宵
荒
川
川
を
乱
舞
す
る
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
流
星
群

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
中
学
校
一
年
　
大
迫
　
愛
仁

い
ち
き
串
木
野
市
立
生
冠
中
学
校
二
年
　
内
田
　
千
陽

い
ち
き
串
木
野
市
立
生
冠
中
学
校
一
年
　

山
　
大
和

い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
西
中
学
校
三
年
　
満
留
　
悠
杏

い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
西
中
学
校
三
年
　
橋
之
口
　
友
愛

い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
西
中
学
校
三
年
　
中
山
　
理
市

い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
西
中
学
校
二
年
　
木
下
　
帆
乃

い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
西
中
学
校
一
年
　
森
　
丈
侍

ぼ
く
た
ち
の
行
事
を
担
う
祇
園
祭
り
子
ど
も
が
の
ぼ
る
あ
の
大
き
な
だ
し

耳
す
ま
し
聞
こ
え
く
る
の
は
草
か
り
機
緑
一
面
パ
ッ
と
丸
裸

あ
さ
い
ち
で
黒
に
ん
に
く
の
し
ゅ
う
か
く
を
が
ん
ば
っ
て
と
り
い
い
汗
を
か
く

荒
川
の
き
れ
い
な
ほ
た
る
み
え
る
と
き
空
一
面
に
小
さ
な
光

ツ
ル
の
声
響
く
あ
の
町
帰
り
て
は
線
香
漂
い
祖
母
と
二
人

い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
西
中
学
校
一
年
　
蛯
原
　
万
梨
香

行
く
た
び
に
安
心
を
た
だ
よ
う
祖
父
母
の
家
満
面
の
笑
み
孫
来
る
た
び

立
ち
止
ま
る
隣
の
列
に
は
踊
る
人
不
思
議
な
気
持
ち
さ
の
さ
祭
り

夕
焼
け
の
乾
い
た
コ
ー
ト
に
抜
け
る
風
破
れ
た
ネ
ッ
ト
仲
間
の
笑
顔

と
 
き

い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
中
学
校
一
年
　
吉
永
　
光
希

い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
中
学
校
三
年
　
平
石
　
璃
桜

い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
中
学
校
三
年
　
下
村
　
天
寧

い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
中
学
校
三
年
　
井
手
上
　
菜
音

い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
中
学
校
二
年
　
大
平
　
篤
志
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我
町
は
ま
ぶ
し
い
光
の
瑠
り
色
海
が
い
つ
の
日
か
私
を
勇
気
づ
け
た

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
中
学
校
二
年
　
小
牟
田
　
紗
南

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
中
学
校
二
年
　
久
徳
　
蘭

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
中
学
校
一
年
　
中
島
　
悠
輔

し
お
か
ぜ
の
香
り
た
だ
よ
う
帰
り
道
我
の
黒
か
み
香
り
が
し
み
る

草
花
や
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
お
い
し
げ
り
育
つ
を
止
め
ぬ
夏
の
空

ガ
ラ
ス
に
は
新
た
な
羽
化
の
喜
び
と
新
た
に
始
ま
る
旅
へ
の
期
待

あ
の
夏
の
拾
う
貝
殻
両
親
と
思
い
出
語
る
自
由
研
究

黒
潮
の
潮
風
そ
よ
ぐ
夕
暮
れ
時
ふ
と
空
見
る
と
切
な
き
心

ベ
ッ
ト
か
ら
始
ま
る
一
日
学
校
へ
先
生
と
一
日
勉
強
帰
り
の
会
長
い
な
あ

神
村
学
園
中
等
部
二
年
　
別
府
　
侑
奏

神
村
学
園
中
等
部
二
年
　
窪
田
　
ひ
な
た

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
中
学
校
三
年
　
溝
上
　
か
れ
ん

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
中
学
校
三
年
　
大
久
保
　
結
依

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
中
学
校
二
年
　
南
竹
　
愛
夢

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
中
学
校
二
年
　
久
松
　
香
織

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
中
学
校
二
年
　
橋
野
　
美
咲

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
中
学
校
二
年
　
水
流
　
千
尋

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
中
学
校
二
年
　
小
村
　
梨
愛

潮
風
と
共
に
流
れ
る
波
の
音
夏
の
空
へ
と
響
き
わ
た
る

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
中
学
校
一
年
　
田
中
　
貴
英

広
が
り
し
田
の
一
面
を
眺
め
つ
つ
父
と
一
緒
に
稲
を
育
む

ペ
ン
ラ
イ
ト
声
出
せ
ず
と
も
思
い
込
め
気
持
ち
つ
た
え
る
観
客
席

家
の
庭
ネ
ッ
ト
を
つ
く
り
打
ち
ま
く
る
父
と
歩
ん
だ
８
年
間
だ

は
じ
め
ま
し
て
何
度
言
っ
た
か
忘
れ
た
が
ま
た
増
え
た
の
だ
帰
る
べ
き
場
所

ど
こ
ま
で
も
続
い
て
い
た
田
一
枚
に
焼
け
た
祖
父
の
手
梅
干
し
に
伸
び
る

会
う
た
び
に
祖
母
の
背
中
が
小
ま
く
な
り
時
の
流
れ
を
感
じ
つ
つ

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
中
学
校
一
年
　
加
治
屋
　
咲
良
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鹿
児
島
市
立
鹿
児
島
玉
龍
中
学
校
二
年
　
川
野
　
遥
陽

指
宿
市
立
南
指
宿
中
学
校
三
年
　
橋
口
　
優
乃

鹿
児
島
市
立
鹿
児
島
玉
龍
中
学
校
二
年
　
谷
　
颯

給
食
の
香
り
た
だ
よ
う
教
室
に
飛
ん
だ
怒
声
と
換
気
の
微
風

あ
じ
さ
い
の
雫
に
う
つ
る
友
の
顔
登
校
ね
む
く
下
校
は
笑
顔

荒
れ
果
て
た
反
射
炉
の
あ
り
仙
厳
園
栄
華
の
時
は
い
ま
は
何
処
へ

秘
密
基
地
私
と
君
の
思
い
出
は
新
た
な
隊
員
書
き
変
え
ら
れ
て

竹
刀
持
ち
相
手
の
面
に
打
ち
つ
け
て
一
本
取
っ
た
一
年
の
夏

さ
つ
ま
町
立
宮
之
城
中
学
校
二
年
　
有
村
　
優

霧
島
市
立
霧
島
中
学
校
二
年
　
山
口
　
南
帆
子

南
大
隅
町
立
根
占
中
学
校
二
年
　
福
吉
　
悠
幸

鹿
児
島
市
立
清
水
中
学
校
二
年
　
福
留
　
衣
紀

鹿
児
島
市
立
坂
元
中
学
校
三
年
　
熊
野
　
泰
士

鹿
児
島
市
立
坂
元
中
学
校
二
年
　
高
橋
　
徠
聖

鹿
児
島
市
立
坂
元
中
学
校
一
年
　
又
吉
　
優
李

鹿
児
島
市
立
坂
元
中
学
校
一
年
　
坪
山
　
友
理
音

鹿
児
島
市
立
坂
元
中
学
校
一
年
　
住
本
　
愛
恵

ふ
る
さ
と
の
夕
日
が
見
え
る
グ
ラ
ン
ド
で
汗
が
流
れ
る
僕
の
青
春

手
を
つ
な
ぎ
き
れ
い
な
浜
辺
歩
き
だ
す
火
山
を
バ
ッ
ク
に
映
ゆ
る
あ
な
た
と

ふ
る
さ
と
で
久
し
ぶ
り
に
見
る
こ
の
景
色
帰
省
の
度
に
消
え
て
ゆ
く
緑

め
ん
ど
く
さ
い
そ
ん
な
気
持
ち
は
誰
だ
っ
て
友
と
出
会
え
ば
や
る
気
に
変
わ
る

青
嵐
に
乗
せ
ら
れ
虫
が
飛
ん
で
行
く
ま
だ
見
ぬ
境
地
行
く
の
だ
ろ
う
か

暑
い
昼
光
に
照
ら
さ
れ
部
活
中
吹
く
風
届
け
声
だ
し
練

月
明
り
窓
に
反
射
し
見
上
げ
る
と
す
か
さ
れ
見
え
た
も
み
じ
の
若
葉

背
伸
び
し
て
育
つ
ひ
ま
わ
り
う
ら
や
ま
し
我
が
成
績
も
伸
び
て
と
願
う

帰
り
道
友
と
い
っ
し
ょ
に
笑
い
合
う
夕
陽
が
照
ら
す
青
春
の
影

鹿
児
島
市
立
坂
元
中
学
校
一
年
　
西
川
　
陽
姫

指
宿
市
立
南
指
宿
中
学
校
三
年
　
西
　
彩
花
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 25 26

563 1540 776 773 755 738 720 706 697 684 679

さ
つ
ま
町
立
宮
之
城
中
学
校
二
年
　
八
日
囿
　
好
華

さ
つ
ま
町
立
宮
之
城
中
学
校
二
年
　
山
迫
　
航
基

さ
つ
ま
町
立
宮
之
城
中
学
校
二
年
　
前
野
　
心
絆

さ
つ
ま
町
立
宮
之
城
中
学
校
二
年
　
永
山
　
鈴
彩

今
は
も
う
な
つ
か
し
い
味
じ
い
ち
ゃ
ん
が
甘
く
育
て
た
大
き
な
ス
イ
カ

田
植
え
や
っ
ど
き
ば
る
じ
っ
ち
ゃ
ん
日
焼
け
す
る
そ
れ
を
見
た
僕
心
が
痛
い

夕
暮
れ
時
う
す
だ
い
だ
い
の
空
の
色
夕
日
と
重
な
る
紫
尾
の
や
ま
な
み

３
歳
で
大
人
の
味
を
知
っ
た
僕
水
と
間
違
え
芋
じ
ょ
う
ち
ゅ
う

祖
母
の
も
と
ゆ
ず
の
香
り
が
漂
え
ば
ひ
そ
か
に
思
う
祖
父
の
愛
情

大
綱
の
熱
気
感
じ
て
ム
ン
ム
ン
と
つ
り
上
が
る
頬
を
伝
っ
て
い
く
汗

ゆ
ら
ゆ
ら
と
竹
踊
る
町
新
緑
め
ぶ
く
吹
き
込
む
風
が
夢
へ
と
誘
う

曽
於
市
立
末
吉
中
学
校
二
年
　
石
脇
　
未
依
菜

薩
摩
川
内
市
立
川
内
南
中
学
校
二
年
　
本
鍋
田
　
拓
翔

さ
つ
ま
町
立
宮
之
城
中
学
校
二
年
　
上
江
川
　
蒼
昊

さ
つ
ま
町
立
宮
之
城
中
学
校
二
年
　
田
島
　
諒
大

さ
つ
ま
町
立
宮
之
城
中
学
校
二
年
　
﨑
本
　
健
吾

さ
つ
ま
町
立
宮
之
城
中
学
校
二
年
　
草
留
　
璃
希

ま
た
会
え
た
田
の
中
の
君
白
さ
ぎ
の
飛
び
立
つ
姿
に
見
え
た
黒
か
な

山
登
り
日
差
し
照
り
つ
く
紫
尾
の
山
目
指
せ
山
頂
汗
し
み
る
服

さ
つ
ま
町
立
宮
之
城
中
学
校
二
年
　
尾
付
野
　
龍
之
介

田
植
え
の
日
み
ん
な
で
協
力
な
え
運
び
家
族
み
ん
な
で
頑
張
っ
た
。

ラ
ケ
ッ
ト
に
思
い
を
こ
め
て
ふ
み
こ
ん
で
「
さ
ぁ
打
ち
こ
む
ぞ
」
力
の
サ
ー
ブ
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高
校
生
の
部

優
秀
賞
・
市
長
賞
・
県
歌
人
協
会
賞
・
選
者
賞
・
教
育
長
賞
・
南
日
本
新
聞
社
賞

ｰ30ｰ



420 816 229 622 526 313

【
 
南
日
本
新
聞
社
賞

】

【
 
教
育
長
賞

】

【
 
選
者
賞

】

【
 
県
歌
人
協
会
賞

】

【
 
市
長
賞

】

【
 
優
秀
賞

】

部
活
後
の
汚
れ
た
服
と
墨
の
匂
い
自
信
と
と
も
に
染
み
つ
い
て
い
く

特
急
は
停
ま
る
こ
と
無
く
去
っ
て
行
き
人
影
虚
し
長
大
ホ
ー
ム

青
空
に
洗
っ
て
干
し
た
洗
濯
物
取
り
込
む
と
き
に
は
カ
ツ
オ
の
香
り

島
じ
か
ん
動
物
た
ち
も
人
間
も
皆
ゆ
っ
く
り
横
断
し
ま
す

夏
祭
り
友
達
み
ん
な
で
ラ
ム
ネ
飲
む
ビ
ー
玉
カ
ラ
ン
と
夜
に
鳴
り
響
く

「
が
ん
ば
れ
」
と
一
言
添
え
ら
る
祖
母
か
ら
の
あ
く
ま
き
頬
張
り
牛
舎
へ
走
る

県
立
市
来
農
芸
高
等
学
校
一
年
　
吉
野
　
由
桜

県
立
串
木
野
高
等
学
校
二
年
　
古
垣
　
夏
実

県
立
川
内
商
工
高
等
学
校
一
年
　
濵
口
　
蒼
大

県
立
鹿
児
島
水
産
高
等
学
校
三
年
　
新
屋
敷
　
拓
大

神
村
学
園
高
等
部
三
年
　
廣
畑
　
小
夏

鹿
児
島
情
報
高
等
学
校
二
年
　
松
下
　
隼
斗

ｰ31ｰ



高
校
生
の
部

優
秀
賞
・
市
長
賞
・
県
歌
人
協
会
賞
・
選
者
賞
・
教
育
長
賞
・
南
日
本
新
聞
社
賞

ｰ30ｰ



420 816 229 622 526 313

【
 
南
日
本
新
聞
社
賞

】

【
 
教
育
長
賞

】

【
 
選
者
賞

】

【
 
県
歌
人
協
会
賞

】

【
 
市
長
賞

】

【
 
優
秀
賞

】

部
活
後
の
汚
れ
た
服
と
墨
の
匂
い
自
信
と
と
も
に
染
み
つ
い
て
い
く

特
急
は
停
ま
る
こ
と
無
く
去
っ
て
行
き
人
影
虚
し
長
大
ホ
ー
ム

青
空
に
洗
っ
て
干
し
た
洗
濯
物
取
り
込
む
と
き
に
は
カ
ツ
オ
の
香
り

島
じ
か
ん
動
物
た
ち
も
人
間
も
皆
ゆ
っ
く
り
横
断
し
ま
す

夏
祭
り
友
達
み
ん
な
で
ラ
ム
ネ
飲
む
ビ
ー
玉
カ
ラ
ン
と
夜
に
鳴
り
響
く

「
が
ん
ば
れ
」
と
一
言
添
え
ら
る
祖
母
か
ら
の
あ
く
ま
き
頬
張
り
牛
舎
へ
走
る

県
立
市
来
農
芸
高
等
学
校
一
年
　
吉
野
　
由
桜

県
立
串
木
野
高
等
学
校
二
年
　
古
垣
　
夏
実

県
立
川
内
商
工
高
等
学
校
一
年
　
濵
口
　
蒼
大

県
立
鹿
児
島
水
産
高
等
学
校
三
年
　
新
屋
敷
　
拓
大

神
村
学
園
高
等
部
三
年
　
廣
畑
　
小
夏

鹿
児
島
情
報
高
等
学
校
二
年
　
松
下
　
隼
斗

ｰ31ｰ



優
秀
賞
・
市
長
賞
・
県
歌
人
協
会
賞
・
選
者
賞
・
教
育
長
賞
・
南
日
本
新
聞
社
賞

一
般
の
部
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薩
摩
川
内
市
　
里
山
　
喜
和
子

日
置
市
　
坂
口
　
勝
美

鹿
児
島
市
　
田
中
　
司
郎

い
ち
き
串
木
野
市
　
火
野
坂
　
幸
子

鹿
児
島
市
　
今
村
　
圭
子

ふ
る
さ
と
は
闘
牛
の
島
　
豪
胆
な
勢
子
の
身
振
り
を
幼
な
ら
の
真
似
ぬ

辞
令
受
け
子
ら
待
つ
島
へ
赴
く
教
師
肩
か
ら
若
さ
立
ち
の
ぼ
り
た
り

思
ひ
出
を
た
ど
り
て
集
ふ
学
び
舎
に
旧
友
の
ご
と
残
る
木
々
在
り

あ
ぜ
を
焼
く
炎
走
り
て
夕
暮
れ
の
棚
田
の
水
面
ほ
の
か
に
明
か
し

【
 
南
日
本
新
聞
社
賞

】

【
 
教
育
長
賞

】

【
 
選
者
賞

】

【
 
県
歌
人
協
会
賞

】

56 76 27 74 22

熊
毛
郡
屋
久
島
町
　
大
牟
田
　
壮
一
郎

嫋
や
か
に
百
二
年
を
終
う
伯
母
の
あ
り
野
辺
の
送
り
に
「
ふ
る
さ
と
」
流
る

【
 
優
秀
賞

】

17

う
ぶ
す
な
の
香
り
そ
の
身
に
ま
と
ひ
つ
つ
今
ぞ
旅
立
つ
海
亀
の
子
ら

【
 
市
長
賞

】

ひ
　
と
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

251 42 23 151 135 80 96 102 97 36 41 274 31

い
ち
き
串
木
野
市
　
黒
江
　
康
子

【
 
特
　
選

】

亡
き
父
の
墓
前
で
三
代
手
を
合
わ
す
せ
み
し
ぐ
れ
降
る
盆
の
夕
暮
れ

い
ち
き
串
木
野
市
　
火
野
坂
　
嵩
之

い
ち
き
串
木
野
市
　
溜
池
　
と
よ
子

い
ち
き
串
木
野
市
　
梅
北
　
成
文

い
ち
き
串
木
野
市
　
宇
都
　
礼
子

ピ
コ
ピ
コ
と
L
I
N
E
つ
な
い
で
更
け
る
夜
祭
り
語
ら
う
遠
く
の
友
ら

子
も
孫
も
帰
り
静
か
な
部
屋
の
す
み
ベ
ビ
ー
布
団
の
か
た
ち
の
日
焼
け

図
書
館
の
ま
ぐ
ろ
釣
具
に
父
想
う
日
焼
け
た
腕
と
曲
っ
た
親
指

鹿
児
島
市
　
唐
仁
原
　
幸
子

過
疎
す
す
む
島
に
時
報
の
鳴
り
わ
た
る
限
界
の
村
哀
れ
む
や
う
に

旅
先
の
お
土
産
屋
さ
ん
で
す
ぐ
ば
れ
る
で
す
で
す
と
い
う
日
常
に
よ
り

国
と
国
争
ふ
こ
と
も
知
つ
て
ゐ
る
一
年
生
に
夏
休
み
来
る

編
笠
を
真
深
に
被
り
若
き
母
わ
れ
に
気
付
か
ず
踊
り
ゆ
き
た
り

神
村
学
園
専
修
学
校
理
学
療
法
学
科
一
年
　
坂
牧
　
さ
く
ら

父
は
逝
き
母
も
逝
き
た
る
故
郷
は
想
い
出
詰
ま
る
私
の
本
棚

た
だ
い
ま
と
駆
け
込
む
吾
に
母
の
声
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
実
家
が
売
れ
る

い
ち
き
串
木
野
市
　
通
山
　
咲
子

い
ち
き
串
木
野
市
　
中
島
　
典
幸

太
郎
太
郎
を
お
え
し
我
が
子
の
ひ
と
み
に
は
如
何
に
映
る
か
先
の
ふ
る
さ
と

「
こ
れ
読
ん
で
」
絵
本
を
渡
し
ひ
ざ
座
わ
り
特
等
席
で
絵
本
を
見
て
る

ふ
る
さ
と
の
言
葉
あ
ふ
れ
し
四
畳
半
フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
ー
と
煙
草
つ
け
あ
げ

鹿
児
島
市
　
川
端
　
清
一
郎

神
村
学
園
専
修
学
校
こ
ど
も
学
科
二
年
　
木
山
　
晴
夏

鹿
児
島
市
　
杉
本
　
葉
子

い
ち
き
串
木
野
市
　
山
神
　
哲
男
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115 4 5 16 19 64 109 38 50 252 254 48 78

フ

ナ

薩
摩
川
内
市
　
笹
原
　
武
幸

霧
島
市
　
前
原
　
ナ
リ
子

消
去
法
で
選
ん
で
歩
く
散
歩
道
ぎ
ゅ
っ
と
強
め
に
靴
紐
締
め
る

霧
島
市
　
前
田
　
良
文

そ
そ
く
さ
と
六
月
の
雨
畳
ま
れ
て
勾
配
深
く
夏
へ
入
る
里

伝
統
の
浜
競
馬
な
き
照
島
に
帰
り
渚
の
夕
日
を
写
す

乗
用
の
田
植
機
も
ら
ひ
て
喜
々
と
せ
り
少
年
の
ご
と
く
操
作
す
る
夫

雨
止
み
て
刈
払
ひ
機
が
響
き
合
ふ
地
域
の
皆
の
言
葉
の
や
う
に

鹿
児
島
市
　
中
間
　
郁
子

南
風
吹
け
ば
ふ
る
さ
と
便
の
汽
笛
鳴
る
は
る
か
に
見
ゆ
る
島
か
げ
恋
し

霜
の
夜
潜
り
こ
み
け
り
懐
の
温
さ
と
同
じ
父
の
手
の
ひ
ら

い
ち
き
串
木
野
市
　
川
口
　
京
子

霧
島
市
　
田
代
　
裕
子

父
の
齢
疾
う
に
越
え
た
る
長
男
が
遺
影
と
交
す
父
の
日
の
盃

神
村
学
園
専
修
学
校
こ
ど
も
学
科
二
年
　
川
﨑
　
虹
龍

い
ち
き
串
木
野
市
　
後
潟
　
富
美
子

上
京
し
き
び
な
ご
と
逢
ふ
う
れ
し
さ
よ
薩
摩
醤
油
は
香
ば
し
き
か
な

太
陽
の
照
ら
す
園
庭
夏
風
が
子
ど
も
の
頬
を
優
し
く
撫
で
る

い
ち
き
串
木
野
市
　
前
屋
　
浩
文

い
ち
き
串
木
野
市
　
平
石
　
勝
嗣

い
ち
き
串
木
野
市
　
早
川
　
三
保
子

曽
於
郡
財
部
町
　
脇
丸
　
洋
子

薩
摩
川
内
市
　
別
府
　
初
美

空
港
に
到
着
す
れ
ば
父
の
顔
「
セ
ゴ
ド
ン
」
の
ご
と
太
き
眉
し
て

【
 
入
　
選

】

初
孫
を
授
か
る
友
へ
故
郷
の
サ
ワ
ー
ポ
メ
ロ
と
糸
び
な
送
る

ハ
エ

 
ビ
ン

ミ

 
シ
マ

 
コ
イ

　
キ
テ
キ

頭
の
み
残
る
鮪
の
上
が
り
た
り
延
縄
お
そ
ふ
鯱
の
仕
業
か
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94 277 60 82 45 263 238 206 193 183 177 160 155 123

薩
摩
川
内
市
　
笹
原
　
武
幸

霧
島
市
　
前
原
　
ナ
リ
子

霧
島
市
　
前
田
　
良
文

園
庭
の
元
気
い
っ
ぱ
い
子
ど
も
た
ち
汗
を
流
し
て
思
い
出
作
り

神
村
学
園
専
修
学
校
こ
ど
も
学
科
二
年
　
段
　
愛
梨

神
村
学
園
専
修
学
校
理
学
療
法
学
科
一
年
　
園
山
　
千
夏

お
ま
つ
り
の
匂
い
の
中
で
お
は
ら
節
に
天
文
館
が
楽
し
く
揺
れ
た

川
内
市
長
く
流
る
は
川
内
川
川
を
漕
い
で
く
筋
肉
の
群
れ

初
夏
の
夜
家
族
を
求
め
飛
ぶ
光
や
っ
と
帰
れ
た
私
の
故
郷

神
村
学
園
専
修
学
校
理
学
療
法
学
科
一
年
　
柳
　
ゆ
う
き

神
村
学
園
専
修
学
校
理
学
療
法
学
科
一
年
　
茶
圓
　
笙
太

鹿
児
島
市
　
中
間
　
郁
子

い
ち
き
串
木
野
市
　
川
口
　
京
子

離
島
よ
り
赴
任
し
た
て
の
我
を
待
つ
春
爛
漫
の
桜
ト
ン
ネ
ル

霧
島
市
　
田
代
　
裕
子

鹿
児
島
市
　
山
下
　
順
子

鹿
児
島
市
　
本
車
田
　
省
三

神
村
学
園
専
修
学
校
看
護
学
科
一
年
　
池
林
　
陽
菜

神
村
学
園
専
修
学
校
作
業
療
法
学
科
一
年
　
谷
口
　
実
優

会
い
た
い
な
沖
縄
の
海
さ
ん
ご
礁
エ
イ
サ
ー
祭
り
花
火
大
会

最
寄
り
駅
学
校
終
わ
り
電
車
な
い
い
つ
も
よ
り
道
ア
イ
ス
の
ゆ
う
ぐ
れ

神
村
学
園
専
修
学
校
作
業
療
法
学
科
一
年
　
猪
之
鼻
　
駿
太

学
校
の
有
り
ふ
れ
た
日
々
の
ル
ー
テ
ィ
ン
に
後
か
ら
気
付
く
戻
ら
ぬ
日
常

一
日
の
終
わ
り
を
告
げ
る
あ
か
ね
色
教
室
染
め
る
照
島
の
赤

神
村
学
園
専
修
学
校
こ
ど
も
学
科
二
年
　
川
﨑
　
虹
龍

い
ち
き
串
木
野
市
　
後
潟
　
富
美
子

水
張
田
の
か
た
へ
に
座
す
る
田
の
神
よ
千
年
笑
み
て
豊
穣
祈
る

荒
れ
は
て
し
耕
作
放
棄
の
田
や
畑
に
さ
ま
ざ
ま
な
花
が
咲
き
て
と
む
ら
ふ

泥
濘
に
足
と
ら
れ
た
る
児
ら
の
歓
声
手
植
え
田
の
面
に
郷
愁
の
風

「
か
わ
い
く
て
仕
方
な
い
の
」
と
女
生
徒
が
黒
牛
の
顔
し
き
り
に
撫
で
る

い
ち
き
串
木
野
市
　
前
屋
　
浩
文

い
ち
き
串
木
野
市
　
平
石
　
勝
嗣

い
ち
き
串
木
野
市
　
早
川
　
三
保
子

ぬ
か
る
み

 
 
こ
　
え

曽
於
郡
財
部
町
　
脇
丸
　
洋
子

薩
摩
川
内
市
　
別
府
　
初
美

も

鹿
児
島
市
　
丸
山
　
克
介

鹿
児
島
市
　
平
田
　
宗
隆

鹿
児
島
市
　
北
山
　
剛
正

鹿
児
島
市
　
柿
元
　
啓
子

神
村
学
園
専
修
学
校
看
護
学
科
一
年
　
玉
城
　
清
花

鯉
の
ぼ
り
山
あ
い
の
風
い
っ
ぱ
い
に
祖
父
母
の
願
い
ふ
る
さ
と
に
泳
ぐ
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13 26 87 85 81 89 57 92 90 253

神
村
学
園
専
修
学
校
こ
ど
も
学
科
二
年
　
段
　
愛
梨

神
村
学
園
専
修
学
校
理
学
療
法
学
科
一
年
　
園
山
　
千
夏

神
村
学
園
専
修
学
校
理
学
療
法
学
科
一
年
　
柳
　
ゆ
う
き

神
村
学
園
専
修
学
校
理
学
療
法
学
科
一
年
　
茶
圓
　
笙
太

夢
ひ
と
つ
遮
ら
れ
た
る
過
去
思
ふ
ひ
と
り
佇
む
夏
の
踏
切

霧
島
市
　
有
川
　
陸
子

外
出
の
自
粛
解
除
の
夏
の
朝
父
母
の
墓
前
の
ほ
ほ
づ
き
紅
し

田
舎
家
の
オ
ク
ラ
の
苗
の
植
ゑ
残
り
宙
ぶ
ら
り
ん
に
生
か
さ
れ
て
夏

田
植
機
の
後
追
ふ
鷺
の
靜
や
か
に
ふ
る
さ
と
の
山
雨
に
烟
れ
り

娘
か
ら
わ
れ
に
お
あ
が
り
の
ス
ニ
ー
カ
ー
履
き
心
地
よ
し
朝
の
地
を
踏
む

霧
島
市
　
稲
満
　
洋
子

日
置
市
　
新
名
主
　
佑
子

薩
摩
川
内
市
　
萬
造
寺
　
和
子

薩
摩
川
内
市
　
塚
元
　
恵
子

薩
摩
川
内
市
　
新
屋
　
純
子

薩
摩
川
内
市
　
嶋
﨑
　
瞳

霧
島
市
　
山
口
　
サ
キ

甲
高
く
鳴
く
声
聞
け
ば
懐
し
き
羽
ば
た
く
鶴
の
群
れ
と
帰
省
す

鈴
生
り
に
庭
の
柿
の
木
赤
き
実
よ
住
む
人
無
き
や
大
空
の
下

生
家
跡
羽
島
の
海
を
見
渡
し
て
庭
の
赤
榕
は
緑
蔭
深
し

季
ご
と
の
漬
け
物
作
る
一
人
居
の
姉
の
大
樽
庭
に
陽
を
浴
ぶ

ふ
る
さ
と
の
海
に
向
か
へ
ば
甦
る
磯
で
竿
ふ
る
若
き
日
の
父

な

霧
島
市
　
児
玉
　
久

霧
島
市
　
河
野
　
史
江

鹿
児
島
市
　
山
下
　
順
子

鹿
児
島
市
　
本
車
田
　
省
三

神
村
学
園
専
修
学
校
看
護
学
科
一
年
　
池
林
　
陽
菜

神
村
学
園
専
修
学
校
作
業
療
法
学
科
一
年
　
谷
口
　
実
優

神
村
学
園
専
修
学
校
作
業
療
法
学
科
一
年
　
猪
之
鼻
　
駿
太

鹿
児
島
市
　
丸
山
　
克
介

鹿
児
島
市
　
平
田
　
宗
隆

鹿
児
島
市
　
北
山
　
剛
正

鹿
児
島
市
　
柿
元
　
啓
子

神
村
学
園
専
修
学
校
看
護
学
科
一
年
　
玉
城
　
清
花
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霧
島
市
　
有
川
　
陸
子

霧
島
市
　
稲
満
　
洋
子

日
置
市
　
新
名
主
　
佑
子

薩
摩
川
内
市
　
萬
造
寺
　
和
子

薩
摩
川
内
市
　
塚
元
　
恵
子

薩
摩
川
内
市
　
新
屋
　
純
子

薩
摩
川
内
市
　
嶋
﨑
　
瞳

霧
島
市
　
山
口
　
サ
キ

霧
島
市
　
児
玉
　
久

霧
島
市
　
河
野
　
史
江
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留
学
生
の
部
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神
村
学
園
専
修
学
校
日
本
語
学
科
一
年
　G

HAR
T
I

　KES
H
AV

神
村
学
園
専
修
学
校
日
本
語
学
科
一
年
　L

E

　TA
I

　H
OA
NG

神
村
学
園
専
修
学
校
日
本
語
学
科
一
年
　K

AY

　Z
I
N

　OO

神
村
学
園
専
修
学
校
日
本
語
学
科
一
年
　
陳
　
芝
羽

　
　
　
　
ガ
ル
テ
ィ

　
ケ
サ
ブ

カ
ト
マ
ン
ズ
歴
史
の
匂
い
た
だ
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
寺
家
族
と
い
の
る

31 21 11 4

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
水
か
け
ま
つ
り
新
年
に
け
が
れ
を
流
す
良
い
年
に
な
れ

帰
り
た
い
タ
ピ
オ
カ
を
飲
む
友
達
と
夜
市
で
遊
ぶ
に
ぎ
や
か
な
町

レ
　
タ
イ
　
ホ
ア
ン

良
き
友
と
田
ん
ぼ
た
こ
あ
げ
し
ら
さ
ぎ
の
青
空
に
舞
う
母
の
笑
顔
と

　
チ
ン
　
チ
ー

ユ

　
ケ
ー

　
ジ
ン
　
ウ
ー
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霧
島
市
立
霧
島
中
学
校

○
霧
島
市

　
鹿
児
島
第
一
高
等
学
校

○
さ
つ
ま
町

　
さ
つ
ま
町
立
宮
之
城
中
学
校

　
南
大
隅
町
立
根
占
中
学
校

　
南
九
州
市
立
松
山
小
学
校

　
神
村
学
園
専
修
学
校
こ
ど
も
学
科

　
神
村
学
園
専
修
学
校
理
学
療
法
学
科

　
神
村
学
園
専
修
学
校
作
業
療
法
学
科

　
神
村
学
園
専
修
学
校
看
護
学
科

○
肝
付
郡

　
鹿
児
島
市
立
武
岡
中
学
校

　
鹿
児
島
市
立
清
水
中
学
校

　
日
置
市
立
和
田
小
学
校

○
長
島
町

　
長
島
町
立
長
島
中
学
校

　
日
置
市
立
妙
円
寺
小
学
校

○
南
九
州
市

　
鹿
児
島
市
立
坂
元
中
学
校

　
鹿
児
島
市
立
鹿
児
島
玉
龍
中
学
校

　
鹿
児
島
市
立
宮
小
学
校

　
鹿
児
島
情
報
高
等
学
校

　
鹿
児
島
修
学
館
中
学
校

　
県
立
鹿
児
島
水
産
高
等
学
校

○
枕
崎
市

　
日
置
市
立
伊
集
院
北
小
学
校

○
日
置
市

　
日
置
市
立
伊
集
院
中
学
校

　
肝
付
町
立
岸
良
学
園

※
市
町
村
は
五
十
音
順

　
学
校
は
、
小
中
高
の
順
に
て
掲
載

　
鹿
児
島
市
立
中
洲
小
学
校

　
鹿
児
島
市
立
伊
敷
小
学
校

○
鹿
児
島
市

　
徳
之
島
町
立
井
之
川
中
学
校

　
伊
仙
町
立
鹿
浦
小
学
校

○
薩
摩
川
内
市

　
薩
摩
川
内
市
立
川
内
小
学
校

　
神
村
学
園
専
修
学
校
日
本
語
学
科

　
薩
摩
川
内
市
立
手
打
小
学
校

　
指
宿
市
立
西
指
宿
中
学
校

○
十
島
村

　
曽
於
市
立
末
吉
中
学
校

　
指
宿
市
立
南
指
宿
中
学
校

　
十
島
村
立
中
之
島
中
学
校

　
薩
摩
川
内
市
立
平
佐
東
小
学
校

　
伊
佐
市
立
菱
刈
中
学
校

○
伊
佐
市

　
出
水
市
立
大
川
内
中
学
校

○
出
水
市

○
指
宿
市

　
薩
摩
川
内
市
立
川
内
南
中
学
校

○
曽
於
市

○
大
島
郡

　
県
立
川
内
商
工
高
等
学
校

　
い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
小
学
校

　
い
ち
き
串
木
野
市
立
荒
川
小
学
校

　
い
ち
き
串
木
野
市
立
生
福
小
学
校

　
い
ち
き
串
木
野
市
立
旭
小
学
校

　
い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
小
学
校

○
い
ち
き
串
木
野
市

　
十
島
村
立
中
之
島
小
学
校

　
県
立
市
来
農
芸
高
等
学
校

　
神
村
学
園
中
等
部

　
い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
中
学
校

　
い
ち
き
串
木
野
市
立
生
冠
中
学
校

　
い
ち
き
串
木
野
市
立
羽
島
中
学
校

応
募
校
一
覧
　
計
六
十
三
校

　
神
村
学
園
高
等
部

　
神
村
学
園
初
等
部

　
県
立
串
木
野
高
等
学
校

　
い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
西
中
学
校

　
阿
久
根
市
立
尾
崎
小
学
校

○
阿
久
根
市

　
姶
良
市
立
蒲
生
中
学
校

○
姶
良
市

　
鹿
児
島
市
立
黒
神
中
学
校

　
い
ち
き
串
木
野
市
立
羽
島
小
学
校

　
い
ち
き
串
木
野
市
立
照
島
小
学
校

　
阿
久
根
市
立
三
笠
中
学
校

　
阿
久
根
市
立
脇
本
小
学
校

　
い
ち
き
串
木
野
市
立
串
木
野
中
学
校

　
い
ち
き
串
木
野
市
立
川
上
小
学
校
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羽島崎神社境内にある歌碑 萬造寺 斉 生誕の地

萬造寺 斉（まんぞうじひとし）明治１９年（１８８６）羽島生れ。

明治３８年(１９０５)１８歳の時、第七高等学校に入学。与謝野晶子・寛に師事し、

『明星』の歌人として「七高に萬造寺斉あり」といわれる。

明治４１年(１９０８)２１歳のとき、東京帝国大学英文科に入学。その後、与謝野寛の

門下生になる。この時石川啄木、高村光太郎、北原白秋など多くの歌人・詩人と交流を

行う。

東京大学在学中に『明星』が廃刊になり、森鴎外を中心として『すばる』が発刊される。

大正３年(１９１４)独力で『我等』『街道』を刊行。京都に拠点を置き活躍した。戦後、

歌集『萬造寺斉選集』１０巻が刊行される。

大正７年(１９１８)３１歳のときに郷里に帰る。

昭和３２年(１９５７)７月９日、療養所で７０歳で亡くなる。

同年１１月、串木野市主催、鹿児島県後援の文学葬が母校である羽島小学校で行われる。

昭和３５年(１９６０)３月、羽島崎神社境内に歌碑が建設された。

歌碑には、萬造寺斉の歌集から作家である佐藤春夫が選んで新村出博士が揮毫した３首

の歌（※）と、友人である矢野峰人による歌碑を建てたいきさつが刻んである。

※
望
郷
歌

行
か
ま
ほ
し
悩
み
い
た
づ
き
振
り
す
て
て

南
の
海
辺
遠
き
ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と
や
海
の
ひ
び
き
も
遠
き
世
の

こ
だ
ま
の
如
し
若
き
日
思
へ
ば

ふ
る
さ
と
の
浜
の
砂
原
小
石
原

生
き
て
ふ
た
た
び
踏
ま
む
日
な
き
か


